
クラシック音楽のインターネット配信コンサート事例研究

ーコロナ禍における実践一

武井涼子

Ryoko Takei 

はじめに

びあ総研が発表した 2020年のライブ・エンタテインメント市場1規模によると、その総額

は 1,106億円であり、前年比 82.4％減となった。

図1 ライブ音楽市場規模推移（ライブ・エンタテインメント調査委員会 2021:20-21) 
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ライブ・エンタテインメント市場の中でも音楽市場2を取り上げてみると図 1に示した通

り、 2011年以来2016年を除いて前年を上回る伸びを記録し、 2019年には 4,237億円の市場

規模となっていた。しかし、 2020年度の市場規模は 589億円で 86.1％減となった。

1びあ総研はライブ・エンタテインメント市場規模を音楽コンサートとステージでのパフォーマンス
イベントの推計チケット販売額合計と定義している。

2 ポップス、クラシック、演歌、歌謡曲、民族音楽他のライブ・エンタテイメント市場を指す。
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この中身を見てみると、まず、公演回数が減少した。2019年には 61,068回あった公演が

が、 2020年は 1,6494回で、対前年 27.0％の開催数となった。そして、動員人数も減少し

た。2019年は 5,497万人であったが、 2020年は 772万人と対前年 14.0％となった。（ライ

ブ・エンタテインメント調査委員会 2021:20-21) この動員人数の減少は、開催数の減少以

上の割合で起こっている。つまり、公演あたり動員人数は 2019年が一公演あたり 900人で

あるのに対して一公演あたり 468人となり、こちらも対前年 52％と約半分に減少した。公演

数が減っただけではなく、公演当たりの集客も大幅に減少したことで、ライブ ・エンタテイ

ンメントおける音楽市場の大きな落ち込みが起きたのである。

このような事態がおこったのは、 2020年 2月26日に当時の安倍晋三総理大臣から 「多数

の方が集まるような全国的なスポーツ、文化イベント等については、大規模な感染リスクが

あることを勘案し、今後 2週間は、中止、延期又は規模縮小等の対応を要請する」との明確

な要請があったことにはじまる。第 1次緊急事態宣言の解除後、イベント開催における収容

人数や収容率の制限は段階的に緩和されたものの、感染の第2波・第3波到来もあり、観客

心理の冷え込みも相まって、ライブ・エンタテインメント市場の回復は進んでいないことが

数字でも明らかになっているといえよう。

一方で、このようにライブ・エンタテインメントが壊滅的な影響を受ける中、音楽表現を

行う場所として、有料型インターネット配信コンサートが注目された年でもあった。2021

年 2月にはびあ総研は国内オンラインライブ市場打こ関する市場調査を実施し、有料型オン

ラインライブの市場規模は推計448億円に上ると公表している。昨年、オンラインライブの

市場規模は、ライブ・エンタテインメント市場が 1,106億円であったわけだから、その

40.5％の規模に成長したわけである。

図2に見られるように、びあ総研によると、本格的な電子チケット制の有料型オンライン

ライブ市場は2020年 5月頃から立ち上がった。筆者も 2020年の 5月から 6回のインターネ

ット配信による公演の取り組みを行い、一定程度の音楽活動を実施することができた。筆者

は特定非営利活動法人日本伝統文化交流協会と一般社団法人奏楽会の理事であることから、

主にこれらの団体を主催団体としてオンライン配信コンサートを行っている。

3音楽コンサートやステージでのパフォーマンスイベントを、インターネットによる配信で提供。電

子チケットの販売により有料で提供されるものを対象とする。
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図2 有料型オンラインライブ市場規模（びあ総研 2021)
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コンサートの開催にあたっては、文化庁の 「文化芸術活動への継続支援事業」、及びに 「芸

術文化収益力強化事業」を実施した。また経済産業省の 「中小事業者への持続化給付金」も

活用した。インターネット配信による公演の取り組みの目的は表現の場を確保するととも

に、公演を実施することで発生する演奏料を音楽家に届け、演奏活動による収入を確保する

活動を行うことにあった。そこでここでは、配信コンサートの実践の方法と間題点を明らか

にし、その解決方法について考察を行ってみたい。

1. Zoomを活用した実験コンサートの試み

2月 26日の安倍首相の談話ののち、 3月 10日にはイベントに関する要請が再度行われた

ことで、公演中止の長期化が予測される事態となった。この事態を受けて、筆者はインター

ネット配信での有料公演の可能性を探ることを目的に 3月から準備を開始し、 4月26日に 6

曲を演奏するインターネット配信による実験コンサートを実施した。

そもそもインターネットでの配信コンサートをどのように作ればよいかその制作方法を考

える必要があった。同時にどのような内容が観客に受け入れられ、有料で配信を行うことが

できるか、その際に妥当な値段を把握することも必要だった。そこで、このコンサートヘの

参加者には、視聴の代わりにアンケート回答を義務付け、無料配信を行った。
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表 1 『実験コンサート』実施詳細

実施日時 4月26日午後 15時より 2時間

料金 実験のため無料。その代わりアンケート回答を義務付け

観客数 28名

配信ツール Zoom 

配信方法 音楽の配信方法で実験を行った。音楽の一部と トークを生配信し

た。 一方で、音楽の一部は事前に演奏ファイルを作成し、それを ト

ークの合間に VTRのように流すテレビの音楽番組のような形式を

とった。

説明資料にはパワーポイン トを用意し、画面共有を行い、 トークの

助けとした。

配信 ・収録場所 配信 ．武井邸および静岡のピアノ ・スタジオ。

収録 ．出演者自宅での宅録

配信期間 生配信のみ

出演者 ソプラノ ．岩下晶子、武井涼子

ピアノ ．田中健 他 1名

主要配信曲日 ヴェルディ作曲オペラ《エルナーニ》より〈エルナーニよ一緒に逃

げて〉、リヒャルト ・シュ トラウス作曲《万霊節》、山田耕搾作曲《こ

の道》 他

配信曲数 5曲

スタッフ 制作 ．武井涼子、岩下晶子、田中健

主催 武井涼子、岩下晶子、田中健

インターネッ ト配信型コンサー トの視聴にはある程度インターネッ トを使えることが必要

である。そこで、観客ターゲッ トは、クラシックの主な顧客層である高齢者ではなく、普段

はあまりオペラや声楽曲を聴かない 30代以降 60代前半までとなることが想定された、その

ため、この実験の参加者はグロービス経営大学院大学の卒業生で構成されるフェイスブック

グループ 「オペラに多少の興味があるグロービス関係者」（全 125名）から募った 28名とし

た。利用プラッ トフォームは在宅勤務時のオンライン会議ツールとしてよく使われていると

から参加者が操作に慣れていると考えられた Zoomとし、ミーティング機能をそのまま利用

した。チャッ トなどで寄せられた質間への回答などを出演者が曲間に行うことで臨場感を演

出することとした。

アンケー ト結果から、 曲の解説が好評であること、チケッ ト金額は 2,000円から 5,000円程

度が妥当と考えられること、ことに音楽動画においては、歌い手の顔の表情やピアニス トの

手元がよく見えるカメラアングルなど、リアルの公演では見ることができにくい映像が好評
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であることがわかった。

しかし、出演者 3名のうちソプラノの 2名は大学の専任教員であり、 一般の歌手に比べる

とトークや解説にぱ慣れていたものの、出演者の会話だけで曲間をつなぐと、想定より長く

しゃべり続けてしまい、タイムキープが難しいことがわかった。そこで、次回はこの点を改

善し、ナビゲーターを出演者に加え、台本を作ることが必要であると考えられた。

また、制作方法については、スタジオからの音楽の生配信は、 Zoomの性能の間題でピアノ

の音が消えてしまうなど音のクオリティに間題があることがわかった。宅録についても、ピ

アノと歌を狭い防音室で同時に一つのマイクで録音するとやはり音のクオリティが下がるこ

とが判明した。機材などをそろえずに手軽に行う方法を考えると、音楽については事前に音

楽動画を配信用に作ることで、たとえ音響の良くない自宅といった環境であっても、ある程

度音にこだわったものが制作できることも同時に判明した。そこで、まずピアノを録音した

トラックを用意し、それに合わせて歌手が歌だけを録音し、 二つのファイルを合わせて音楽

動画を作ることがもっとも手軽で音質にもある程度こだわったものを作る手段であることが

分かった。

この実験結果を踏まえ、 2020年 5月 17日に 「おうちでオペラ ・コンサート Vol.l」を開催

した。これもまだ実験的なこころみであり、有料での配信コンサートを行って、配信コンサ

ートの視聴を有料で行ってくださるお客様がどの程度いるのか。その内容への反響は有料で

あった場合に無料に比べて変化があるのかを確認するために実施したものであった。

図3 『おうちでオペラ・コンサート Vol.l』キービジュアル
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表 2 『おうちでオペラ・コンサート Vol.l』公演詳細

実施日時 5月 17日午後 15時より 90分

料金 2,000円 Peatixとteketでチケットの販売を行った。

観客数 48名

配信ツール Zoom 

配信方法 トークを生配信。音楽は事前に演奏ファイルを作成し、それをトー

クの合間に流すテレビの音楽番組のような形式をとった。

説明資料にパワーポイントを用意し、画面共有を行いトークの助け

とした。

配信 ・収録場所 出演者各自の自宅。

配信期間 生配信のみ

出演者 ソプラノ ．岩下晶子、武井涼子

ピアノ ．田中健

ナビゲーター． 桑原りさ

主要配信曲目 山田耕作作曲《この道》、ブリテン作曲オペラ《ピーター・ グライ

ムズ》より〈刺繍のアリア〉、ジョルダーノ作曲オペラ《アンドレ

ア ・シェニエ》より〈死んだ母を〉、他

配信曲数 5曲

スタッフ 制作 ．岩下晶子、武井涼子、田中健、桑原りさ

主催 一般社団法人奏楽会

有料配信を行うことから、 主催を武井と田中健氏が理事を務める一般社団法人奏楽会に依

頼した。2週間程度の SNSによる告知で、 50名近い集客があり、その多くは今までオペラを

見たことのない人たちであった。チケットは電子チケッ トとし、Peatixとteketで販売した。

「実験コンサート」の結果を受け、ナビゲーター役にNHKワール ドニュースなどでキャス

ターとして活動されている桑原りさ氏を迎え、番組台本を作成の上、音楽はすべて音楽動画

を事前に制作して実施した。

視聴者からの感想から、満足度が高かったことがうかがわれ、有料でのインターネット配

信は可能であると思われた。また、歌い手の顔の表情やピアニストの手元がよく見えるカメ

ラアングルなど、リアルの公演では見ることができない画像も引き続き好評であった。

改善点としては、アンケートでは音のクオリティがリアルのコンサー トとは差があるとの

指摘が見られた。一方で普段のコンサー トではなかなか聞けない トークがたくさんあること

で、音のクオリティの悪さを解説などのトークが補っているとの感想も得られた。

配信チケッ トの発売に際しては、配信視聴に対して予約時にメ ールアドレスなどの個人情
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報を登録しなくてはいけないという観客側のストレスがあることが予想されたため、登録を

おこなわなくてもチケットが購入できるシステムである teketと、登録は必要だが、オンライ

ン・イベントでよく利用されている peatixの両方でチケットを発売し、比較を行った。

すると、生配信の問題点として、配信視聴に際して間題が起きると知り合いの視聴者など

の場合、出演者に電話やメッセンジャーが来る、ということがあった。これに対して登録が

必要な Peatixは参加者全員にワンクリックでメッセージが送れる仕組みがあったため、個別

対応を最小限に抑えることができた。また、 Peatixはオンライン・イベントでよく利用されて

いるため、操作方法がわからないお客様も相対的に少なかったと考えられた。一方で登録が

されていないと個別に対応をせざるを得ず、お客様に不満がたまることもわかった。登録に

対するストレスはあったとしても、配信時に即時に全員に連絡の取れる手段を確保すること

は必要であると考えられた。

2. Zoomによる世界を結ぶガラ・コンサートの実施

これら 2回の実験的なコンサートを経て、 2020年6月6日に「TIVAAオペラ・ガラ・コン

サート」を開催することとした。TIVAAとは東京インターナショナル声楽アカデミーの略称

であり、同じく筆者が理事を務める特定非営利活動法人日本伝統文化交流協会（以下、 JTCIA

と記す。）と一般社団法人奏楽会が毎年行っているオペラ歌手と声楽分野の共演ピアニスト向

けのサマー・ワークショップで、 2020年はその 6回日の開催がオンラインで行われた。そこ

で、このアカデミーの修了コンサートを兼ねる形で、今までに TIVAAにかかわった歌手たち

が世界中から参加するコンサートを企画した。JTCIAが持続化給付金を得たことから、主催

をJTCIAとし、持続化給付金と配信チケットの売り上げを出演料にあてることで音楽家を支

援することもできると考えられた。

インターネット配信においては、ピアノと歌を別々に録音し、そのファイルの音を調整し

て合わせて音楽動画を作ることから、海外との共演が容易に可能である。そこで、 TIVAAの

常任ファカルティでメトロポリタン歌劇場副指揮者のハワード・ワトキンス (HowardWatkins) 

氏と、マンハッタン音楽院のシニア・オペラ・ハウス・ディレクターで、オペラの指揮者とし

てアメリカの歌劇場を中心に活躍するホルヘ・パローディ (JorgeParodi)氏に出演を依頼し、

日本人との競演、また海外に在住する日本人の出演を計画した。出演者の選定は TIVAAの芸

術監督でもあるホルヘ・パローディ氏が行った。
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図4 『TIVAAオペラ・ガラ・コンサート』キービジュアル

この結果、出演者には海外アーティストに加え、海外で活動する日本人歌手、 二期会など

でメイン・キャストを務める歌手、そのほかホルヘ・パローディ氏が認める歌手が拉ぶこと

となった。

音楽動画は、 3曲を都内のスタジオでピアノ、歌とともに撮影したが、残り 16曲は出演者

が各自で宅録を行い、それらのファイルを編集して制作した。配信に際しては、出演者はそ

れぞれの自宅から参加し、画面共有を行うスタッフと音楽動画を送るスタッフを配した。ス

タッフはそれぞれの自宅から作業を行った。

出演者と配信曲が増えたことから、構成の明確な台本が必要であると判断し、台本を日本

テレビの制作する 『NewsZero』などの台本作家である竹田慎に依頼した。また、解説もより

本格的に行うためニューヨーク在住の音楽ジャーナリストである小林伸太郎氏が行った。

チケットの販売は前回の経験から、 Peatixに一本化した。また、チケットを買ったけれど配

信を見られない事態が発生することを避けるため、開演 30分前からインスタライブで Zoom

への接続方法を案内した。チケットは 460枚が売れた。

また終演後、コンサートを見逃した顧客から、見逃し配信だけでも見たいとの要望があっ

たため、配信翌日から見逃し配信のみのチケットを発売した。見逃し配信期間は 5日間であ

った。

Zoomの特徴として、世界のどこからでも会議システムに接続さえすれば、ほぼタイムラグ

を気にせずに会話ができることがあげられる。これはテレビなどでは中継拠点を一つ一つ作

るといった手間と費用のかかる、インタラクティブな多拠点同時中継を、自宅にいながら可
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能にすることを意味する。その利点を生かし、日本、イタリア、アメリカを同時に結んでの

配信行った。司会進行役は東京、解説はニューヨーク、出演者はミラノ、東京、そしてアメリ

カの各都市から参加し、インタラクティブに会話を進めながら配信を実施した。この時点で

は、有料インターネット配信によるクラシックの大規模コンサートはあまり例がない試みだ

ったため、本コンサートは2020年6月 30日付け日本経済新聞夕刊 10面の 「文化往来」でも

取り上げられた凡

終演後の SNSに寄せられた感想から、海外の音楽家との共演により曲目、内容への満足度

は裔かったと想定された。Zoomのチャット機能の活用で、演奏に対する感想がリアルタイム

で送られてくるのに対し、音楽動画の配信中に演奏者が聴衆の質問を受けて回答する方式は

盛り上がりを見せた。また、副次的な効果として出演者からの感謝があった。これはその当

時自粛により金銭をもらって演奏を行うという生業が絶たれていた状況で、音楽を有料で伝

える場が生まれたことに意義を感じたためで、配信中のコメントでも演奏できる喜びが語ら

れた。

ただし、間題も発生した。開演直後は接続がうまくいかない視聴者からの間い合わせが多

く発生し、その対応に追われた。また、音楽動画ファイルの不具合から開演が 30分遅れる事

故が発生した。演奏時間も 3時間と長すぎた。ことに Zoomの音のクオリティが低すぎるこ

とには複数の視聴者から指摘があり、音の間題は改善が必要であると思われた。

資金面でも、宅録で行うコンサートであれば、その制作に大きな費用はかからない。しか

し、音のクオリティの低さと、画面を見続けることを考えると、内容に目新しさが必要であ

り、出演者の数やクオリティの麻い台本などで視聴者を楽しませることが必要であった。結

果として、制作費は 400万円程度となり、持続化給付金なしにはコンサートの実施は不可能

であった。

表3 『TIVAAオペラ・ガラ・コンサート』公演詳細

実施日時 6月6日午後 20時より 180分

料金 3800円 Peatixでチケットの販売を行った。

観客数 460名

配信ツール Zoom 

配信方法 トークを生配信。音楽は事前に音楽動画を作成し、それをトークの

合間に流すテレビの音楽番組のような形式をとった。

4 現在、 NIKKEISTYLEに該当記事が転載されている。参考文献・資料にその URLを記載した。
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曲間の解説用のパワーポイントを用意し、出演者名や曲名を表示し

た。

なお生配信後、見逃し配信を一週間行った。

配信・収録場所 1配信：各自自宅。ミラノ、東京、静岡、ニューヨーク、フロリダ、

ニュージャージーなど。

配信期間

出演者

配信曲目

配信曲数

スタッフ

主催

収録： 3曲はAPS記念ホールで音響技師が撮影。残りは出演者が宅

録

生配信、および生配信翌日から 5日間

ソプラノ：岩井理花、岩下晶子、砂田愛梨、武井涼子、竹下みず穂、

森谷真理、カトリーナ ン ヴ ‘‘‘ヽ ｀ ・、ュ ェン／カー (KatrinaSchwesinger) 

メゾソプラノ：井谷萌子、浦野美香、佐藤早穂子、田村由貴絵

テノール：佐野成宏、前川健生、山本耕平、渡辺正親

バリトン：大西宇宙、栗原峻希、ウィリアム・デビアン(William

Debiens) 

バス・バリトン：後藤春馬、ナン・チン（NanChin) 

ピアノ：青木ゆり、笈沼甲子、川瀬史泰、立神粧子、田中健、ホル

ヘ・パローディ、ハワード・ワトキンス

インタビューのみの出演者 演出家：ニック・ムニ(NieMuni)、ロビ

／・クアリーノ(RobinGuarino)、ローラ・アレイ(LauraAlley)、ジェ

フリー・バックマン(JeffreyBuchman)、イザベル・ミレンスキー(Isabel

Milensky)、ホセ・マリア・コ ―‘‘ ／プミ(JoseMaria Condemi) 

解説：小林伸太郎

ナビゲーター：谷本有香

ワーグナー作曲《ヴェーゼンドンク歌曲集》より〈夢〉

コープランド作曲《心よ、私たちは彼を忘れるだろう》

チャイコフスキー作曲オペラ《スペードの女王》より〈あなたを愛

しています〉

ドニゼッティ作曲オペラ《ランメルモールのルチア》より六重唱

ビゼー作曲オペラ《カルメン》より〈三重唱カルタの唄〉、他

19曲

芸術監督：ホルヘ・パローディ

制作：武井涼子、武藤史子、竹田慎

台本：竹田慎

音響：松本和人

動画編集：松本和人、武井涼子

主催 ：特定非営利活動法人日本伝統文化交流協会

制作・協力：一般社団法人奏楽会
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3. Vimeoへのプラットフォーム移行

『TIVAAオペラ・ガラ・コンサート』を受け、次回は 12月に再度大規模なガラ・コンサー

トを実施することを見越して、より一層配信のクオリティを上げる方法を模索していくこと

となった。一方で一般社団法人奏楽会にも持続化給付金が支給され、資金面でも制作・出演

費も捻出できた。そこで 『三つの世界』コンサートを 7月5日に実施し、配信コンサートの

クオリティ向上をはかることにした。この配信コンサートにもホルヘ・パローディとハワー

ド・ワトキンスが参加し、TIVAAとして公演を行うこととなった。『三つの世界』とはアリア、

歌曲、重唱の 3種類の声楽のジャンルを現した公演名である。

今回の大きな課題は配信音声の品質の向上であった。会議システムである Zoomは音質の

クオリティが低い。このため配信プラットフォームを変更することが必須であった。Youtube、

ツィキャス、イチナナなどのシステム比較したうえで Vimeoを配信プラットフォームとして

選定した。まず、観客からは peatixの登録にもストレスがあるとの報告があった。そこで登

録が不要で配信URLだけを聴衆に案内すればよいプラットフォームを選定した。その中でも

音のクオリティが高ものは YoutubeとVimeoのみであった。この 2つのうち、 Youtubeは、課

金による配信を禁止しているため有料配信には利用できない。一方で Vimeoは、年間 9万円

を支払えば生配信が可能なプラットフォームである。URLさえ伝えれば、誰にでも見てもら

うことができ、課金も可能で、パスワードによる動画管理も可能である。このため配信プラ

ットフォームには Vimeoを選定した。会議システムである Zoomでは不要であった配信用の

ツールには switcherstudio. comを選定した。これはサブスクリプション方式でスイッチャーと

配信用ツールの役割を同時に担うアプリで月に 35ドルで利用できる。スイッチング機能とし

ては、アプリ上に iPhone、iPad、PCなど 10台までを同時につなぎ、それらの画面か、カメラ

機能を利用できる。加えて iPadのアプリ上に放映予定の動画やさまざまな画角、テロップな

どを準備しておくことで、スイッチングを自由に行い配信動画のクオリティを上げることが

できる。

しかし、 switcherstudio.comは音声をスイッチャーとして利用している iPadーか所でしか拾

うことができず、また中継が一時に一か所としかできない。つまり Zoomのように多拠点と

同時に話しながら配信を進めていくことはできない。そこで、 『三つの世界』では、 WiFiの整

った武井邸のリビングをスタジオにし、ニューヨークと静岡を交互につないで配信を行った。

プラットフォーム変更により音楽動画の音声のクオリティは向上したが、配信時に利用し

たマイクの性能のために、スタジオでの会話の音声クオリティが下がってしまった。また、
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図5 『三つの世界』キービジュアル

配信を行ってみると、 Vimeoの生配信は、配信に際して 20秒以上のレイテンシーがあること

が確認された。 したがってチャット機能で聴衆とやりとりを行おうとしても、聴衆が見てい

る動画は 20秒以上前の動画であるため、聴衆とのリアルタイムでのチャットによるやり取り

が難しくなった。switcherstudio.comは、その説明には生配信の際の中継先の音声が出力され

る仕様になっていると書かれているが実際には指示通りに操作しても音声は出力されない。

そこで、スタジオと静岡、ニューヨークとの会話に際しては電話回線を併用してトークを行

った。

上記のような欠点もあったが、何よりも音楽動画の音声クオリティが向上したことと、カ

メラのスイッチングがスムーズになったことは大きな成果であった。ただし、次回はトーク

時の音声の改善が望まれた。また、字幕の作成で不都合が生じ、一部の楽曲において Vimeo

の字幕機能がうまく動かないために字幕が切れてしまったことも問題であった。

表4 『三つの世界』公演詳細

実施日時 7月5日午後 3時より 120分

料金 3000円 Peatixでチケットの販売を行った。

観客数 50名

配信ツール Vimeo及び swotcherstudio.com

配信方法 トークを生配信。音楽は事前に演奏ファイルを作成し、それをトー

クの合間に流すテレビの音楽番組のような形式をとった。

配信期間 見逃し配信を含め 1週間

配信・収録場所 配信 メインスタジオ．武井邸
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出演者

配信曲目

配信曲数

配信期間

スタッフ

主催

中継先：静岡とニューヨークの出演者自宅

収録 ソロ曲は宅録、重唱曲はAPS記念ホールで収録。

ソプラノ：岩下晶子、武井涼子、竹下みず穂

メゾソプラノ：浦野美香

テノール：山本耕平

バス・バリトン：後藤春馬

ヴァイオリン：上敷領藍子

ピアノ：ホルヘ・パローディ、ハワード・ワトキンス、田中健

ナビゲーター：桑原りさ

ベルリオーズ作曲オペラ《ファウストの劫罰》より〈燃える恋の想

しヽに〉

マスネ作曲オペラ《マノン》より〈マノンのガボット〉

プッチーニ作曲オペラ《ラ・ボエーム》より〈冷たき手を〉

モーツァルト作曲《すみれ》、《ルイーゼが不実な恋人の手紙を焼い

たとき》

プッチーニ作曲オペラ《トスカ》より一幕の二重唱、他

10曲

1週間

芸術監督：ホルヘ・パローディ

制作：武井涼子、武藤史子

字幕制作： 三浦真弓

録音：株式会社MCJ

撮影・動画編集：武井涼子

主催：特定非営利活動法人日本伝統文化交流協会

制作・協力：一般社団法人奏楽会

4. リアル・コンサートとのハイブリッド配信型コンサートの実施

7月 11日には東京二期会スペシャル・オペラ・ガラ・コンサート 「希望よ、来たれ！ 」が

開催され、リアルなコンサートが少しずつ復活し始めていた。また、文化庁では 「文化芸術

活動の継続支援事業」が開始され、この助成を活用すれば4分の 3の助成を受けてリアルの

コンサートを開催することが可能となった。そこでリアルのコンサートと配信コンサートを

組み合わせることで、収益機会を拡大して公演を成立させることが可能かどうか確かめるべ

く、『うたの世界へようこそ』を開催した。

まず、 「文化芸術活動の継続支援事業」の活用により 9月 26日にルーテル市ヶ谷ホールで

リアルのコンサートを計画した。このコンサートを収録コンサートと位置づけ、コンサート
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で演奏された曲から 8曲と、ホルヘ ・パローディ氏とハワード ・ワトキンス氏が弾くピアノ

に合わせた宅録による音楽動画を組み合わせ、 10月 3日に配信コンサートを実施した。配信

コンサートの配信場所には有楽町 SAAiの協力が得られたため、広いスペースで実施するこ

とができた。なお、 9月 26日の演奏曲目は久しぶりのリアルなコンサートであることから有

名曲をできる限り集めることとした。

表 5 『うたの世界によ うこそ』収録コンサート詳細

実施日時 9月 26日午後 7時30分より 90分、休憩なし

料金 3500円

Peatixでチケットの販売を行った。

観客数 70名

会場 ルーテル市ヶ谷センターホール

出演者 ソプラノ ．岩下晶子、武井涼子、竹下みず穂

メゾソプラノ ．浦野美香

テノール ．佐藤圭

バス ・バリトン ．後藤春馬

ピアノ ．田中健

演奏曲目 フォーレ作曲《レクイエム》より 〈ピエ ・イエズ〉

モーツァルト作曲オペラ《魔笛》より〈復讐の炎は地獄のように燃

え〉

J.シュトラウス作曲オペレッタ《こうもり》より〈泣き泣きお別

れ〉

シューベルト作曲《魔王》

シューベルト作曲《アヴェ ・マリア》

圃伊玖磨作曲《花の街》、他

演奏曲数 15曲

スタッフ 芸術監督 ．ホルヘ ・パローディ

制作 ．武井涼子

主催 主催 ．特定非営利活動法人日本伝統文化交流協会

制作 ・協力 ．一般社団法人奏楽会

リアル・コンサートの開催に当たってはクラシック音楽公演運営推進協議会の策定した 「ク

ラシック音楽公演における新型コロナ ・ウイルス感染拡大予防ガイドライン」にのっとって

感染対策を行った。

まず、舞台前方 3列の座席を利用せず、観客は市松模様に座っていただいた。入場時には
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観客の体温測定と消毒のお願いをしたうえで、公演主催側と観客との直接接触を一切立った

めに、以下のような対策を行った。

1) チケットはリアル・コンサートでも Peatixを使い非接触での入場管理を行う。

2) 受付と観客の接触を行わないために、受付での金銭授受、プレゼントは受け付けをな

くし、プログラムやチラシも観客が取っていくようにする。

出演者と観客の接触を避けるために、楽屋面会、ロビー面会を禁止し、手洗いでの飛沫感

染を最小限にとどめるため、 90分、休憩なしの演日とした。そのうえで、開演前に会場消毒

を行い、出演者には PCR検査を行った。

これらの対策には、会場消毒と PCR検査に合計で 100万円に近い多額の費用が掛かった一

方、座席数200に対して入場者数は 70席に限る必要があったため、 4000円の入場料を取り、

満席となったものの、売り上げは通常のコンサートの半分以下となった。そもそも売り上げ

が半分で赤字になる上に、追加費用の 100万円の出費分までも配信コンサートで売り上げる

ことは難しいと考えられ、助成金なしにはしばらくの間リアルのコンサートは成立しないと

考えられた。

配信時にはスタジオの背景が気になることから、広いスペースを確保すべく 三菱地所が運

営する有楽町 SAAiの協力を得た。また、 トークの音声をスムーズに配信するため会議用マ

イクを二台つなぐことで広範囲の音の集音を可能とした。字幕については、 Vimeoの字幕機

能を利用するのではなく、最終の音楽動画ファイルに字幕を入れ込んだ動画を作成し、それ

を配信する形をとることで字幕が切れないようにした。

配信音声の不安定さは解消され、前回問題となったトークの際の音の不安定さは解消され

たが、マイクが会場の備え付けのものであったため他の会場での実施に不安が残った。前回

同様、中継先とは電話もつながないと話ができないことは間題だった。

また、今回 switcherstudio.comとVimeoの接続にバグが生じ、 事前に用意していた URLが

利用できなくなったため開始が 15分遅れるとともに、配信直前に予告していたものとは異な

るURLを利用せざると得なくなった。ただ、 Peatixでチケットを販売していたため、連絡を

スムーズに行うことができ、大きなクレームは発生しなかった。次回は、 URLを事前に案内

せず、直前に決定するとよいと考えられた。スムーズな配信が行えたことから、 12月に実施

予定の再度のガラ・コンサートも基本的にはほぼ同じ体制が利用できると考えられた。ただ、

Vimeoでは多拠点中継ができない間題点をどのように解決するかについてはアイディアが必

要であった。
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表6 『うたの世界へようこそ』配信コンサート詳細

実施日時 10月 4日午後 7時より 120分

料金 3000円 Peatixでチケットの販売を行った。

観客数 52名

配信ツール Vimeo及び switcherstudio.com

配信方法 トークを生配信。音楽は事前に演奏ファイルを作成し、それをトー

クの合間に流すテレビの音楽番組のような形式をとった。

配信期間 1週間

配信 ・収録場所 配信 メインスタジオ ．有楽町SAAi

中継先 ．ニューヨークの出演者自宅

収録収録コンサー ト (8曲）

各自自宅での宅録 (7曲）

出演者 ソプラノ ．岩下晶子、武井涼子、竹下みず穂

メゾソプラノ ．浦野美香

テノール ．佐藤圭、山本耕平

バス ・バリトン ．後藤春馬

ヴァイオリン ．上敷領藍子

ピアノ ．田中健、ホルヘ ・パローディ、ハワー ド・ワトキンス

ナビゲーター ．桑原りさ

配信曲目 コンサー トからの収録曲 8曲

J.シュ トラウス作曲オペレッタ《こうもり》より〈泣き泣きお別

れ〉

シューベルト作曲《魔王》 他

宅録による音楽動画

クルティス作曲《勿忘草》

マスネ作曲オペラ《タイス》より〈瞑想曲〉

ビゼー作曲 オペラ《真珠とり》より〈神殿の奥深く〉、他

配信曲数 15曲

スタッフ 芸術監督 ：ホルヘ ・パローディ

制作 ．武井涼子

字幕制作 ．三浦真弓

録音 ．松野睦

撮影 ．永吉貴志、安中みずほ

動画編集 ．武井涼子

主催 主催 ．特定非営利活動法人日本伝統文化交流協会

制作 ・協力．一般社団法人奏楽会
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図6 「うたの世界へようこそ」キービジュアル
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5.収益力強化事業『TIVAAクリスマス・オペラ・ガラ・コンサート』の実施

音楽活動の実施が困難な年となった 2020年の締めくくりに、来年への希望をつなぐことを

日的にリアルの収録コンサートと配信コンサートでガラ・コンサートを開催、ホルヘ・パロ

ーディ氏のビデオの指揮と 2台ピアノで、ワーグナー作曲オペラ《ワルキューレ》より「ワ

ルキューレの騎行」などを演奏した。

本コンサートの配信コンサートは文化庁主催「文化事業の収益力強化事業」に採択され、

リアルの収録コンサートは 360チャンネル、感劇三昧、 UNEXTでの配信が決定した。そこ

で、海外との演奏動画などを流す生配信はプロモーション配信コンサートと位置づけ、無料

で実施した。

表7 『TIVAAクリスマス・ガラ・コンサート』収録コンサート詳細

実施日時 12月4日午後 7時より 120分、休憩二度 (15分と 10分）

料金 5000円

Peatixでチケットの販売を行った。

観客数 70名

会場 ルーテル市ヶ谷センターホール

出演者 指揮（ビデオ出演） ホルヘ・パローディ

ソプラノ．岩井理花、岩崎香、岩下晶子、武井涼子、

メゾソプラノ．井谷萌子、浦野美香、川□美和、下倉結衣、田村由
貴絵、中村裕美

テノール．山本耕平、渡辺正親

バス・バリトン．後藤春馬
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演奏曲目

演奏曲数

スタッフ

主催

ピアノ：笈沼甲子、田中健、宮崎智子

ドニゼッティ作曲オペラ《ファヴォリータ》より〈私のフェルナン

ド〉

ワーグナー作曲オペラ《タンホイザー》より〈歌の殿堂〉

サン＝サーンス作曲オペラ《サムソンとダリラ》より〈あなたの声に

私の心はひらく〉

マスネ作曲オペラ《マノン》より〈消え去れ、甘い面影よ〉

ワーグナー作曲オペラ《ワルキューレ》より〈ワルキューレの騎行〉

他

18曲

芸術監督：ホルヘ・パローディ

音響：株式会社 1991 浅田将助

動画編集：株式会社360Channel 岡山箕也

撮影：永吉貴志、安中みずほ

写真撮影： （株）光潮社堀恵介

制作：武井涼子

主催：一般社団法人奏楽会、特定非営利活動法人日本伝統文化交流

協会

リアルの収録コンサートは感染が落ち着きつつあった時期であったため、休憩を入れ、 2時

間とする通常に近いタイムラインで実施できた。VR撮影の準備のために、 「ワルキューレの

騎行」の前に 10分間の小休憩をはさんだ。

感染防止ガイドラインにのっとっての開催は前回同様であったが、今回は休憩時間を設け

ることから文書と場内アナウンスで手洗い利用時における感染防止策について言及した。

表8 『TIVAAクリスマス・ガラ・コンサート』プロモーション配信コンサート詳細

実施日時 12月 12日午後 7時より 120分

料金 生配信視聴は無料

見逃し配信のみ2000円、 Peatixでチケットの販売を行った。

観客数 413名

配信ツール Vimeo及び switcherstudio.com

配信方法 トークを生配信。音楽は事前に演奏ファイルを作成し、それをトー

クの合間に流すテレビの音楽番組のような形式をとった。

配信期間 一週間

配信・収録場所 配信 メインスタジオ． NewsPicks New Cafe 

中継先．ニューヨーク、ミラノなどの出演者自宅
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出演者

配信曲目

配信曲数

スタッフ

主催

収録

収録コンサートから (5曲）

各自自宅での宅録 (10曲）

指揮：ホルヘ・パローディ

ソプラノ：岩井理花、岩崎香、岩下晶子、砂田愛梨、宗心裕子、武

井涼子、森谷真理

メゾソプラノ：井谷萌子、浦野美香、川口美和、佐藤早穂子、下倉

結衣、田村由貴絵、中村裕美

テノール：佐藤圭、山本耕平、渡辺正親

バリトン：ウィリアム・デビアン、栗原峻希

バス・バリトン：後藤春馬、ナン・チン

ピアノ：青木ゆり、笈沼甲子、川瀬康史、田中健、宮崎智子、ホル

ヘ・パローディ・ハワード・ワトキンス

コンサートからの収録曲

ワーグナー作曲 オペラ《ワルキューレ》より〈ワルキューレの騎

行〉他全5曲

宅録による音楽動画

モーツァルト作曲 オペラ《フィガロの結婚》より〈訴訟に勝った

だと〉

ヴェルディ作曲オペラ《リゴレット》より 4重唱

チレア作曲オペラ《アドリアーナ・ル＜ヴルール》より〈私は芸術

のしもべ〉

ビゼー作曲オペラ《カルメン》より〈恋は野の鳥〉

他全 10曲

15曲

芸術監督・指揮：ホルヘ・パローディ

音響：株式会社 1991 浅田将助

動画編集：株式会社360Channel 岡山慎也

撮影：永吉貴志安中みずほ

字幕： 三浦真弓

制作・宅録動画編集：武井涼子

主催：文化庁、一般社団法人奏楽会

制作：一般社団法人奏楽会

協力：東京インターナショナル声楽アカデミー
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図7 『TIVAAクリスマス・ガラ・コンサート』キービジュアル

配信コンサートでは中継先の音声が聞こえないという課題を解決し、同時に多くの中継地

点を結ぶことを実現するため、 Vimeoを配信プラットフォームとして用いつつ、 Zoomと

swi tcherstudio. comを組み合わせて運用した。switcherstudio.comの機能の一つである、 PC画面

をそのまま配信できる機能、 switchercastを利用し、 switcherstudio.comから Zoom画面を出力

して多拠点中継を実現することとした。しかし、 switchercastでは、 Zoomの画面は配信される

が音声は配信されない。そこで、 Zoomの音声を別に配信ツールにつなぐ必要があった。本来

であれば音声ラインを引いて switcherstudio.comを動かしている iPadにつなぐのが最も確実

に音声を配信できるが、オーディオセパレーターなどの比較的裔額な装置を購入することは

ためらわれた。そこで、会場のスピーカーを利用し、そのスピーカーの音をそのままトーク

用のマイクで拾う形式をとった。

この方式でも、会場の音声ボリュームを調整することで音声の中継も間題なく進行でき、

コストをセーブすることができた。また、switcher.comの操作にスタッフが慣れてきたことで、

音楽動画、進行、画面のスイッチングなどの全体のクオリティは今までで最も高いものを提

供することができた。

Zoomを運用に組み込んだことで、スムーズな多拠点中継が実現できた。しかし、スピーカ

ーの音声をマイクで拾う方式では、最適なボリュームに調整するまでに少し時間がかかって
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しまった。また、会議用のマイクが前回の会場とは異なるものであり、集音範囲が狭かった

ため、 トーク部分の音声が一部聞こえにくくなってしまった。

また、再度 switcherstudio.comとVimeo間でバグが発生し、配信 URLの視聴者へのお届け

が配信開始とほぼ同時となってしまった。今回の経験から、 switcherstudio.com側で多くの配

信URLを生成するとバグが発生することが間題であることがほぼ突き止められた。次回から

は改善が期待される。

なお、 12月4日のリアルな収録コンサートはコンサートをほぼそのままを新たに映像作品

として制作しなおしたコンテンツが、 U-NEXT、観劇三昧、 360Channelでの配信販売されてい

る。中でもワーグナー作曲オペラ《ワルキューレ》から〈ワルキューレの騎行〉は客席最前列

とピアニストの通常のリアル・コンサートの鑑賞では見ることが難しい二つの視点から VR

映像を制作し 360Channelで配信販売を行っている。本配信販売事業は 2022年 1月も継続中

で、UNEXT、感激三昧、360Channelでも合わせて月に数千円の配信売り上げが上がっている。

この配信コンサートの実施と配信は、収益力強化事業として文化庁から約 500万円を委託費

として実施した。本収益事業では、 UNEXTなどで取り組みのプロモーションなども行われて

いた。また、コンサート内容や映像も 360チャンネルなどのプラットフォームからもユニー

クでおもしろいと評価を受けるものであった。しかし 3つのプラットフォームにおける配信

の売り上げは合わせても月数千円程度であり、制作費が 500万円かかったことを考えるとコ

ンサート事業としては赤字である。

6.インターネット配信の課題と今後の展望

今まで述べてきたように、 6回のインターネット配信コンサートを実施してきたなかで数

多くの課題が見出され、一つ一つ解決を重ねてきた。6回を経た現在でも、常に付きまとう

課題は録音時、配信時の音声クオリティと配信に利用する配信プラットフォーム、配信ツー

ルといった一連のアプリケーションの信頼性である。音が悪ければ配信する意味がなく、ア

プリケーションがつながらないと配信そのものが行えない。音とアプリケーションは配信の

成否に影響を与える要因であった。

音については、音楽動画の音質に対する視聴者の意見が毎回多く寄せられた。出演者にも、

録音そのものを嫌う人も多かった。これは、そもそも声楽をマイクを通して聴くことに間題

があると考えられるからである。ベルカントと称されることの多い声楽家の発声は、マイク

を通さず、オーケストラを超えて広い客席にダイナミークとともに音を届けるために鍛えら
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れている。一方でマイクはすべての音を拾うわけではない。またマイクはボリュームの調整

なども人工的に行うことができてしまう。その結果、ホールで聴く際に感じられる声楽家の

声の響きとボリューム感が録音だと消えてしまう。

収録を行うようになってから録音技師にお願いをすることが多くなったが、この時に、録

音技師にもクラシックや声楽に対する録音の知識が必要であることがあげられた。今回 4名

の録音技師の方が本プロジェクトにかかわったが、以前より存じ上げている 1名を除き、事

前の打ち合わせを経ていても、まず、ピアノのハンマーの近くと歌手の前にマイクをセット

し、その後ソプラノ歌手の音のボリューム大きさに慌ててセッティングを変えていた。バー

クリー音楽院の Youtube番組「Tipsfor Recording Opera Vocals」でも指摘されている通り、オ

ペラ歌手の声を取るときには、マイクをなるべく遠くにおいて部屋の自然な響きを取ること

が大事である。実際に、オペラ歌手がよく使うニューヨークのレコーディングスタジオで録

音した際には響きの良い大変広いレコーディングスタジオのもっとも私から遠い対角線上天

井近くにステレオ・マイクが設置されており、 5メートル以上離れてマイクが置かれていた。

主催、制作の立場での注意点としては、録音に際してはなるべく広い場所を確保し、ホー

ルの中でもっとも響く位置にマイクをステレオで置き、その音をメインにしていただくよう

に指示を出しておくことと、音のミックスに立ち会って、 主催側から具体的に指示を入れ、

録音技師の方に従っていただくのが良い方策のように思われた。

録音技師がいない宅録の場合は、マイクの性能にもばらつきと限界がある。この際にはゲ

インをなるべく少なくし、音が割れないように指示を出すことが重要であった。音量の調節

や多少のリバーブ加工などはアプリでできるが、音割れを直すことはできないからである。

しかし、どのように努力したとしても、マイクで拾う音には限界があった。声楽家の声の

持つ響きやボリュームを録音で再現することはできなかった。

配信ツールでトラブルが起きると、配信自体が成り立たなくなるため配信ツールの信頼性

は重要である。しかし、インターネット配信自体がまだ比較的新しい技術であるためか、提

供されているサービスの使い勝手や信頼性には課題があった。配信用ツールの

swi tcherstudio. comは、配信に必要な機能がコンパクトに整理され、利用方法もわかりやすく、

配信に必要な性能を満たしていた。しかし、配信予定の URLを複数セットするとバグが起き

て配信できなくなってしまう。当初このことに気が付かず、テストを重ねた上で配信をしよ

うとすると落ちてしまうため、生配信の開始が遅れる事態を起こしてしまった。

また、説明書きによれば、中継先の音声は switcherstudio.comを起動させている iPadから出
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力されるとなっているのだが、実際には出力がなされないため、この対策が必要であった。

配信プラットフォームの Vimeoについては、大きな問題は見受けられなかった。しかし、

Vimeoと日本著作権協会の間には著作権の包括契約がされていないため、著作権のある音楽

を配信する場合の手続きが不透明である。また、オンラインならではの機能としてチャット

によるやりとりでインタラクティブ感を出し、臨場感を盛り上げることがあるが、 Zoomの時

には活発であったチャット機能が Vimeoではまったく利用されなくなってしまった。Vimeo

は配信時のレイテンシーが 20秒以上と長く、チャットでのやり取りに臨場感がなくなってし

まうこともチャットの積極的な利用を妨げたと考えられる。生配信ならではの楽しみ方は今

後も求められていくと思うので、さらなる実践と研究を重ねていきたいと考えている。

最後に配信コンサート採算性の問題について少し触れておきたい。現状リアルのコンサー

トが復活した状況とはいいがたい。2021年 11月現在でもコンサートホール側の要望で客席

が半分以下に抑えられているところもある。感染の恐怖がまったくなくなったわけではない

こともあって客足が戻っているとも言えないだろう。その分を配信が補えるのかというとそ

うではなさそうだ。少なくとも文化庁の収益力強化事業における配信は月に数千円の収入に

しかならない。一方で、配信コンサート制作も、専門家が収録を行うと 100万円を超える費

用がかかり、この費用は、リアルのコンサート制作費用に追加して必要となる。

市場の特徴も見ていく必要がある。2020年 10月から 12月のオンラインライブ市場は 373

億円の売り上げがあったとされる。一見活況を呈しているが、ここには嵐の「アラ・フェス」

解散コンサートである「Thisis嵐Live」それにサザンオールスターズのコンサートなども開

催されていた。嵐の解散コンサートを例にとってみると、その配信料金はファンクラブ会員

向けが 4,800円である。嵐のファンクラブの加入者数は 300万人以上であることから、その

3分の 2だけが見たとしても、 96億円の売り上げとなる。これが 2回あったと考え、同じく

集客力が話題となったサザンオールスターズのコンサートがあったことも考え合わせると、

配信コンサートは大量のファンを抱えるアーティストが一人勝ちする市場である可能性が高

いのではないだろうか。クラシックにおける配信コンサートの在り方についてはさらなる研

究を重ねていきたいと考えている。

おわりに

オンライン配信によるコンサート提供は音声や配信の信頼性や収益性に問題はあるものの、

視聴者が自宅から参加することから、コンサートに出かけることに比べると思い立った時に
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手軽に参加が可能だ。アンケート結果を見ても、子育て中だが自宅から見られるために参加

できた、という意見や、クラシック鑑賞の初心者だが気軽に自宅から見られた、といった意

見があり、聴衆の拡大には一定の意味があると考えられる。

ワクチン接種も行われ、リアルのコンサートが再開されたとはいえ、アーティストそれぞ

れがせっかく手に入れた録画や配信のスキルや機材は、今後も生かしていくことができるの

ではないだろうか。採算は取れないとしても、例えばプロモーションなどの一定の役割を配

信コンサートが担うこともできよう。

現状では制作面を見ると、配信ツールの信頼性がまだあまり裔くないことと、 Zoom以外で

はチャットといったような同時性を必要とする施策があまり活発には行えなかったことを鑑

みると、生配信の意義はあまり高くないのかもしれない。例えばトーク部分も含めて映像作

品として作ったものを配信プラットフォームから生配信かのように配信するなど、主催者と

視聴者双方にとってストレスのより少ない配信コンサートの制作方法は様々考えられる。-

のような観点からもさらに研究を重ねてみたい。

参考文献

厚生労働省 2020「イベントの開催に関する国民の皆様へのメッセージ」 2021年 11月30日閲

覧。 e00002.html 

『日本経済新聞』夕刊 2020「文化往来」 2020年6月30日掲載現在、 NIKKEiSTYLEに該

当記事が転載されている。「オンライン公演に活路 解説付き•投げ銭…工夫凝らす

「ウィズコロナ」のクラシック（下）」 2021年 11月30日閲覧。

httOA630C2BEOPOO/ 

びあ総研「2020年の有料型オンラインライブ市場は 448億円に急成長。～ポスト・コロナ

時代は、ライブ・エンタテインメントヘの参加スタイルも多様化へ／びあ総研が調

査結果を公表 2021年 11月30日閲覧。

htt~/news/detail live enta 20210212.html 

ライブ・エンタテインメント調査委員会 2021 『ライブ・エンタテインメント白書』びあ株

式会社びあ総研 20-21。

Berklee Online, 2021. "Stephen Webber -Tips for Recording Opera Vocals" 2021年 11月30日閲覧 。

htt-YOl  OCOAIE 

48 



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile ()
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 300
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 300
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 1200
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /CreateJDFFile false
  /Description <<

    /BGR <>
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /CZE <>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /ETI <>
    /FRA <>
    /GRE <>

    /HRV (Za stvaranje Adobe PDF dokumenata najpogodnijih za visokokvalitetni ispis prije tiskanja koristite ove postavke.  Stvoreni PDF dokumenti mogu se otvoriti Acrobat i Adobe Reader 5.0 i kasnijim verzijama.)
    /HUN <>
    /ITA <>
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /LTH <>
    /LVI <>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /POL <>
    /PTB <>
    /RUM <>
    /RUS <>
    /SKY <>
    /SLV <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /TUR <>
    /UKR <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice




